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（2015年7月30日開催 アナリスト向け決算説明電話会議 プレゼンテーション要旨）

・ITホールディングスの柳井です。よろしくお願いいたします。



・それでは、本日15：30に発表いたしました、当社の第1四半期決算の内容につきまして、決算説

明資料を使って説明させていただきます。
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・まず、第1四半期の業績は増収増益となりました。当期の出足は好調だったと言える内容だと思

います。

・売上高は、好調な事業環境を背景に856億円となり、前年同期比で56億円・7.0％の増収となりま

した。

・利益面は、営業利益が21.7億円、親会社株主に帰属する四半期純利益が19.5億円となり、前年

同期に比べて増加しました。増益の要因は増収効果が大きく、加えて不採算案件の減少等も寄

与しています。一部既存先におけるIT投資抑制等のマイナスの要因もありましたが、これらをカ

バーして増益となりました。

・なお、当第1四半期における不採算案件は前年同期から2億円減少しました。また、現在遂行中

の2つの大型開発案件は順調に推移しています。
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・セグメント別の状況について、売上高は主要3セグメントの全てで前年同期比増収となりました。

特に産業ITサービスが大きく伸びました。

・営業利益については、ITインフラストラクチャーサービスは既存先の取引規模縮小や公共系BPO

案件における収益悪化により苦戦し、前年同期比で3.3億円の減益となりました。また、金融IT

サービスも既存大口先の投資抑制の影響が大きく、前年同期比で1.9億円の減益となりました。

但し、特定顧客の動向といった個別要因によるものであると考えており、事業環境全体は悪い状

況にはないと考えています。

・一方、産業ITサービスは、電力システム改革に伴ってIT投資が活発化するエネルギー系の顧客

向けのビジネスが好調であり、不採算案件の抑制もあいまって、前年同期比17.9億円の増益とな

りました。
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（説明省略）
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・業種別売上高の状況については、ほぼ全業種で前年同期比増収になっているのがおわかりいた

だけるかと思います。

・カード等の金融系は、新しい商品開発やそれを支える基盤の増強、マイナンバー対応や金融一

体課税対応等の引き合いをいただいています。

・産業系については、エネルギー系が好調なほか、製造業については、グループ内の受発注シス

テムやグローバルSCM構築の案件等。伸びの大きいサービス業については、比較的小口の案

件が多く積み重なったものですが、その中でもデジタルマーケティングやIOT関連の案件が出始

めています。公共系の伸びは、前年度に受注した大型案件が寄与しています。
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・次に、第1四半期の受注状況です。

・当期受注高は、事業環境が良好な中で産業ITサービスを中心に着実な積み上げができたことか

ら、前年同期比8.7％増の452億円となりました。産業ITサービスは33.9億円・12.2％の伸びとなり

ました。

・期末受注残は、722億円となり、大幅増加となりました。この増加には、前期に受注した公共系大

型案件が大きく寄与しています。

・以上が、第1四半期についての説明となります。
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（説明省略）
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（説明省略）



・続いて、見通しについて説明いたします。
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・通期業績見通しですが、期初計画からの変更はありません。売上高は前期比2.5％増の3,700億

円、営業利益は前期比11.3％増の235億円、親会社株主に帰属する当期純利益は前期比24.6％

増の128億円の増収増益の計画となっており、第1四半期の実績や引き合いの状況を鑑み、この

期初計画の達成に向けて努力してまいりたいと考えています。

・最後に、決算説明資料に記載はありませんが、期初に申し上げましたグループの統合再編に関

わる検討およびデータセンター事業の見直しに関わる検討については、それぞれ鋭意進めてい

るところです。但し、まだ引き続き検討中というステイタスですので、内容に関して本日ご説明す

ることができないことはどうぞご理解ください。

・以上で、説明を終了させていただきます。
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（説明省略）
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（説明省略）



（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）
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（説明省略）


